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ll. 11乃木希典､江戸長府藩邸で生まれる

ll. 3明治天皇誕生

6. 4ベリーの黒船､浦賀に来航

10. 27安政の大獄｡喜田松蔭刑死

1. 3鳥羽伏見の戦い｡戊辰戦争始まる

10. 2兵制統一｡陸軍は仏式､海軍杖英式

5. 13元長州藩参政の御堀耕助死去

7. 14廃藩置県l侍従に士族起用

8. 18東京､大阪､熊本､仙台に鎮台を置く

ll. 23乃木､陸軍少佐に任官

1. 10徴兵令公布

1. 23天皇､近衛第1､第2連隊に軍旗親授

2. 4 ｢佐賀の乱｣起こる

9. 10乃木､陸軍卿山県有朋の伝令健に

12. 14乃木､小倉歩兵第14連隊長心得

3. 28政府､ ｢廃刀令｣を定める

10. 24熊本で｢神風連の乱｣起こる

10. 26福岡県甘木で｢秋月の乱｣

10.28 ｢萩の乱｣起こる

2. 15西郷隆盛挙兵｡西南戦争始まる

2. 22乃木の連隊､田原坂で軍旗奪われる

9. 24西郷隆盛自尽､西南戦争終わる

1. 26乃木､東京の歩兵第1連隊長に

8. 26乃木､薩摩藩士の娘湯地静子と結婚

8. 28乃木の長男勝典誕生

2. 16次男保典誕生

3. 18陸大教官に独メッケル少佐を招く

ll. 30乃木少将にドイツ留学命令

5_ 14 6鎮台を廃止し､師団に改編

6.15乃木､ドイツから帰国

7. 25乃木､名古屋の歩兵第5旅団長に

5. 11大津で露皇太子斬られる(大津事件)

6_ 1桂太郎中将､第3師団長(舘g)に

10. 28愛知､岐阜両県で濃尾大地薦

2. 3乃木病気を理由に休職､那須野に

12. 8乃木､歩兵第1旅団長に復職

7. 16日英通商改正航海条約調印(8. 27公布)

8. 1清に宣戦布告､日清戦争始まる

ll.21乃木の旅団､旅膿を1日で占領l米就

｢旅順虐殺事件｣を報道､国際間題に

ll. 22日米改正条約調印(公布K28_ 3. 24)

4. 5乃木､中将昇進｡仙台の第2師団長に

4. 17下関で日清講和条約調印

4. 23 r旅順返還｣迫り露､仏､狼の三国干渉

～.5. 5日本､遼東半島の額有放棄

10. 14乃木､第3代台湾総督に

1. 26乃木､台湾総督を辞任し休職

3. 27露､旅願､大連を租膚

10. 3乃木､新設の第11師団長(鞄帯に復職

6. 20義和団､北京の各国公使館を包囲

7. 9清へ第5師団派遣｡第11師団も1大隊

4. 29皇孫裕仁親王(柵天皇)誕生

5. 22乃木､馬蹄銀事件の責任を取り休職

6. 2第1次桂太郎内閣発足

1.30　日英同盟調印

8. 24露､旅願に極東総督府

2. 4御前会議で対義交渉打ち切り決定

2, 5乃木､留守近衛師団長に復職

2. 6露に国交断絶通告

2. 10対産宣戦布告｡日露戦争始まる

2. 24第1次旅原口閉塞作戦実施

5. 2第3軍編成｡軍司令官に乃木中将

5. 20露､パルチック艦隊の極東遠征公表

5. 26長男勝典少尉､南山で戦死

6. 6乃木､大将に昇進

6. 20満州軍総司令部窟成｡捻司令官に大

山東､総参謀長に児玉源太郎

8. 19第1回旅願総攻撃｡死傷者1万5800

9. 2g第3軍､ 203高地攻撃｡撃退される

10. 1内地轍送の28㌢樺弾砲6円､砲撃開始

10. 15バ艦隊､バルト海のリバウ軍港出航

10. 26第2拭旅願総攻撃

ll. 11内地から第7師団爆掛の増援決定

1 1. 26第3回総攻撃｡白襟隊の夜襲失敗

ll. 27乃木､203高地攻撃に転換命令

ll. 30児玉総参謀長､作戦揖導に第3軍着

12. 1次男保典少尉､伝令中に戦死

12. 6 203高地を占領｡港内の露艦砲撃

12, 15コンドラチェンコ少将戦死

1. 1ステツセル､降伏申し入れ｡旅願陥落

1. 5水師皆で乃木､ステツセルと会見

3. 10奉天を占領(奉天会戦)

5. 27日本海海戦でバ艦隊を破る

6. 9米大洗嶺､日露両国に講和提案

8. 10ポーツマスで日産講和会議始まる

臥 12日英同盟､攻守同盟に｡期間も10年

9. 5　日産講和条約調印

1. 14第3軍､東京に凱旋｡乃木､明治天皇に

戦陳経過を報告

1. 24乃木､軍事参議官に

7. 22児玉源太郎､脳溢血で死去

1. 1乃木､学習院長く碑緒綿か｡伯爵に

7. 20明治天皇の危篤発表

7. 30明治天皇崩御

9. 13ご大葬｡乃木夫妻殉死

9. 18乃木夫妻の葬儀


